
そ
の
出
拠
は
、
『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
問
答
料
簡
の
文
で
あ
り
、
親
鶯
（
二
七
三
～
一
二
六
三
は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
『
教

行
信
証
』
「
化
身
士
文
類
」
要
門
釈
に
引
い
て
い
る
。

首
傍
厳
院
『
要
集
』
引
こ
感
禅
師
釈
一
云
、

【
問
い
】
「
問
。
『
菩
薩
処
胎
経
』
第
二
説
、
西
方
去
二
此
閻
浮
提
一
十
二
億
那
由
他
、
有
二
僻
慢
界
圭
乃
至
発
し
意
衆
生
欲
し
生
二
阿

弥
陀
仏
国
一
者
、
皆
深
著
二
惚
慢
国
土
一
不
し
能
三
前
進
生
二
阿
弥
陀
仏
国
↓
億
千
万
衆
、
時
有
二
一
人
《
能
生
二
阿
弥
陀
仏
国
↓
云
云
。

以
二
此
『
経
』
｜
准
難
、
可
し
得
し
生
。

一
一
言
声
つ
。 「

報
化
二
土
（
報
化
得
失
・
報
化
弁
立
）
」
は
、
真
宗
学
に
お
け
る
源
信
（
九
四
二
～
一
○
一
七
）
の
釈
功
（
教
学
的
な
発
揮
）
で
あ

り
、
宗
乗
の
教
義
論
題
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
源
信
が
弥
陀
の
報
土
に
お
い
て
報
土
・
化
土
を
弁
立
し
、
専
修

（
他
力
信
）
の
人
は
報
土
に
生
ず
る
得
が
あ
り
、
雑
修
（
自
力
信
）
の
行
人
は
化
士
に
生
ず
べ
き
失
の
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
こ
と
を

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

ｌ
僻
慢
界
説
の
歴
史
的
帰
趨
Ｉ

は
じ
め
に

高
田
文
英

一
一
一
一
一
一



本
願
寺
出
版
社
発
行
の
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
現
代
語
版
）
』
で
は
、

ま
た
浄
土
に
生
れ
る
と
い
っ
て
も
真
実
報
土
に
生
れ
る
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
化
士
に
生
れ
る
も
の
は
き
わ
め
て
多
い
。
だ

（
１
）

か
ら
『
菩
薩
処
胎
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
と
は
ま
っ
た
く
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
義
山
や
『
本
典
研
鑛
集
記
』
の
説
に
も
と
づ
い
て
訳
さ
れ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
説
（
僻
慢
界
往
生
）
が
『
観
無
量
寿
経
』
の
説
（
九
品
往
生
）
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と

す
る
理
解
で
は
、
報
化
の
得
失
を
示
す
と
い
う
親
鶯
の
引
用
意
図
が
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
で
本
稿
で
は
『
往
生
要

集
』
引
文
の
教
理
史
的
背
景
と
『
教
行
信
証
』
独
自
の
文
脈
に
注
意
し
て
そ
の
意
味
を
検
討
し
た
い
。

何
を
意
味
す
る
の
か
、
ま
参

学
の
理
解
も
一
様
で
な
い
。

親
鶯
が
要
門
釈
に
引
く
源
信
『
往
生
要
集
』
の
問
答
は
、
問
い
の
部
分
も
含
め
て
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
か
ら
の
引
用
（
抄
出
）

【
答
釈
②
】
又
報
浄
土
生
者
極
少
。
化
浄
土
中
生
者
不
し
少
。
故
経
別
説
、
実
不
二
相
違
一
也
。
」
已
上
略
抄

（
括
弧
内
お
よ
び
傍
線
は
筆
者
の
加
筆
、
聖
典
全
書
二
、
一
八
六
～
一
八
七
頁
）

こ
の
う
ち
本
稿
で
検
討
し
た
い
の
は
【
答
釈
②
】
（
傍
線
部
）
の
内
容
で
あ
る
。
と
く
に
「
経
別
説
（
経
の
別
説
）
」
と
は
具
体
的
に

を
意
味
す
る
の
か
、
ま
た
「
実
不
二
相
違
一
也
（
実
に
相
違
せ
ざ
る
也
）
」
と
は
何
と
何
と
が
相
違
し
な
い
こ
と
な
の
か
。
じ
っ
は
先

極
楽
国
圭
乃
至

【
答
釈
①
】
答
。
『
群
疑
論
』
引
二
善
導
和
尚
前
文
一
而
釈
二
此
難
《
又
自
助
成
云
、
此
『
経
』
下
文
言
、
何
以
故
皆
由
二
僻
慢
一
執
心

不
二
牢
固
至
是
知
、
雑
修
之
者
為
二
執
心
不
牢
之
人
圭
故
生
二
僻
慢
国
一
也
。
若
不
二
雑
修
《
専
行
二
此
業
《
此
即
執
心
牢
固
、
定
生
二

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

一
、
『
往
生
要
集
』
引
文
の
教
理
史
的
背
景

一
一
一
一
一
一
一



（
２
）

以
前
、
別
槁
に
て
検
討
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
僻
慢
界
と
は
諸
経
典
の
な
か
『
菩
薩
処
胎
経
』
巻
三
、
八
種
身
品
第
八
（
大
正
一
二
、

一
○
二
八
頁
上
）
に
し
か
出
て
こ
な
い
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
慨
慢
界
の
説
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
あ
る
い
は
『
平

等
覚
経
』
と
い
う
初
期
無
量
寿
経
の
辺
地
説
を
も
と
に
創
出
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
憐
慢
界
説
に

は
極
楽
浄
土
へ
の
信
仰
を
勧
め
る
意
図
は
な
く
、
む
し
ろ
阿
弥
陀
仏
の
信
仰
で
は
な
く
釈
迦
仏
の
信
仰
を
勧
め
る
意
図
の
も
と
に
制
作

（
３
）

さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
意
図
に
よ
り
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
惚
慢
界
は
、
も
と
も
と
極
楽
の
内
部
世
界
で

あ
っ
た
初
期
無
量
寿
経
の
辺
地
説
を
も
と
に
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
極
楽
へ
至
る
道
中
に
あ
る
世
界
、
す
な
わ
ち
極
楽
と
は
別
世

界
と
し
て
説
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
極
楽
を
願
生
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
慨
慢
界
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
、
実
際
に
極

楽
に
往
生
で
き
る
者
は
億
千
万
に
一
人
し
か
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
僻
慢
界
を
極
楽
と
は
別
世
界
と
す
る
こ
と
で
、
極
楽
往
生
の
困
難

性
を
強
調
し
、
暗
に
阿
弥
陀
仏
の
信
仰
を
艇
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
付
言
す
れ
ば
、
後
に
浄
土
教
の
諸
師
に
よ
っ

て
注
目
さ
れ
る
「
執
心
」
と
い
う
言
葉
も
、
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
上
で
は
決
し
て
良
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の

穣
土
で
の
菩
薩
行
を
省
み
ず
に
自
分
が
他
方
世
界
へ
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
だ
け
を
ひ
た
す
ら
に
願
う
利
己
的
で
頑
な
な
心
持
ち
を
あ
ら

わ
す
言
葉
と
し
て
、
批
判
的
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
僻
慢
界
の
説
は
、
も
と
も
と
は
阿
弥
陀
仏
の
信
仰
に
対
す
る
批
判
的
な
意
図
を
含
ん
で
い
た
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
浄
土
教
の
諸
師
に
お
い
て
、
む
し
ろ
浄
土
教
の
思
想
を
深
く
理
解
す
る
契
機
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は

興
味
深
い
。
善
導
（
六
一
三
～
六
八
一
）
に
師
事
し
た
懐
感
（
七
世
紀
頃
）
は
そ
の
著
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
巻
四
に
お
い
て
、
極
楽
へ

の
往
生
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
か
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
こ
の
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
経
説
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
今
極
楽

で
あ
る
。
そ
れ
で
ま
ず
星

そ
の
概
要
を
確
認
し
た
い
。 『菩

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

薩
処
胎
経
』
の
僻
慢
界
の
説
と
、
そ
の
経
説
を
会
通
し
た
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
の
問
答
に
つ
い
て
、

一
一
一
一
一
一
一
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へ
の
往
生
を
勧
め
る
の
か
と
い
う
問
い
を
設
け
て
こ
れ
に
二
つ
の
会
通
を
施
し
て
い
る
。

【
問
い
】
問
日
、
菩
薩
処
胎
経
第
二
巻
説
、
西
方
去
二
此
閻
浮
提
一
十
二
億
那
由
他
、
有
二
解
慢
国
↓
其
土
快
楽
作
二
偶
伎
楽
至
衣

被
服
飾
香
華
荘
厳
。
七
宝
転
関
床
。
挙
レ
目
東
視
、
宝
床
随
転
。
北
視
西
視
南
視
、
亦
如
レ
是
転
。
前
後
発
意
衆
生
、
欲
し
生
二
阿
弥

陀
仏
国
一
者
、
而
皆
染
一
著
僻
慢
国
土
一
不
し
能
三
前
進
生
二
阿
弥
陀
国
毛
億
千
萬
衆
時
有
二
一
人
一
生
二
阿
弥
陀
仏
国
↓
以
二
此
経
一
准

難
レ
可
し
得
し
生
。
何
因
今
勧
レ
生
二
彼
仏
国
一
也
。

【
答
釈
①
】
釈
日
、
只
由
三
此
経
有
二
斯
言
教
一
故
、
善
導
禅
師
、
勧
二
諸
四
衆
《
専
二
修
西
方
浄
土
業
一
者
、
四
修
摩
レ
墜
、
三
業
無
し

雑
、
廃
二
余
一
切
諸
願
諸
行
《
唯
二
願
唯
三
行
西
方
一
行
↓
雑
修
之
者
万
不
二
一
生
一
専
修
之
人
千
無
二
一
失
士
即
此
経
下
文
言
。
何

以
故
、
皆
由
二
慨
慢
執
心
不
牢
固
毛
是
知
、
雑
修
之
者
為
二
執
心
不
牢
之
人
一
故
生
二
僻
慢
国
一
也
。
正
与
二
処
胎
経
文
一
相
当
。
若
不
二

雑
修
一
専
行
二
此
業
《
此
即
執
心
牢
固
、
定
生
二
極
楽
国
圭
妙
符
二
随
願
往
生
経
旨
壬
経
言
、
娑
婆
世
界
人
多
二
實
濁
一
信
正
者
少
、

習
邪
者
多
。
不
し
信
二
正
法
《
不
し
能
二
専
二
心
乱
無
し
志
。
実
十
方
浄
土
無
二
差
別
一
令
二
諸
衆
生
専
心
有
彦
在
。
是
故
讃
二
嘆
彼
国

土
一
耳
。
諸
往
生
者
、
悉
随
二
彼
願
一
無
し
不
し
獲
レ
果
。
故
知
、
雑
二
其
行
一
堕
二
於
僻
慢
之
邦
↓
専
二
其
業
《
生
二
於
安
楽
之
国
屯
斯

乃
更
顕
三
浄
門
専
行
而
得
二
往
生
↓
豈
二
是
彼
国
難
し
往
而
無
一
レ
生
。
勗
哉
学
徒
、
不
し
可
し
不
し
専
二
其
道
一
也
。

【
答
釈
②
】
又
報
浄
土
生
者
極
少
、
化
浄
土
中
生
者
不
し
少
。
故
経
別
説
。
実
不
二
相
違
一
也
。

（
括
弧
内
は
筆
者
の
加
筆
、
大
正
四
七
、
五
○
頁
下
～
五
一
頁
上
）

こ
の
う
ち
【
答
釈
①
】
で
は
、
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
「
執
心
」
の
牢
固
・
不
牢
固
を
善
導
『
往
生
礼
讃
』
の
専
修
・
雑
修
の
釈
に
重

ね
て
理
解
し
、
『
菩
薩
処
胎
経
』
に
極
楽
へ
の
往
生
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
雑
修
で
は
往
生
し
難
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
だ
け
で
、
も
し
専
修
に
よ
る
な
ら
ば
往
生
は
難
し
い
わ
け
で
は
な
い
と
会
通
し
て
い
る
。

ま
た
さ
ら
に
【
答
釈
②
】
で
は
、
一
口
に
極
楽
と
言
っ
て
も
報
土
と
化
土
の
別
が
あ
り
、
た
と
え
報
土
性
生
者
は
極
め
て
少
な
く
と

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

三

四



も
化
土
性
生
者
は
少
な
く
な
い
。
報
土
往
生
と
化
土
往
生
に
は
こ
う
し
た
難
易
の
違
い
が
あ
る
か
ら
経
典
で
は
別
々
に
説
い
て
い
る
の

だ
。
よ
っ
て
極
楽
往
生
は
極
め
て
難
し
い
と
説
く
『
菩
薩
処
胎
経
』
と
九
品
す
べ
て
が
往
生
で
き
る
と
説
く
『
観
無
量
寿
経
』
の
教
え

は
相
違
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
懐
感
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
極
楽
往
生
は
必
ず
し
も
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
と
会
通
し
て
い
る
。

こ
の
【
答
釈
②
】
に
つ
い
て
は
、
後
で
検
討
す
る
親
鶯
の
理
解
と
は
い
ろ
い
ろ
と
異
な
る
点
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
こ

の
問
答
の
文
面
上
に
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
こ
と
は
ど
こ
に
も
出
て
き
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
に
お
い
て
は

『
菩
薩
処
胎
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
と
の
経
説
の
異
同
を
問
題
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
問
答
を
含
む

一
連
の
問
答
が
特
に
『
観
無
量
寿
経
』
の
教
え
を
基
本
と
し
て
他
経
典
の
異
説
を
会
す
一
段
の
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
懐
感
は
化
土
往
生
に
よ
っ
て
往
生
の
困
難
性
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
問
答
に
関
し
て
は
化
士
往
生
に
否
定
的
な

意
味
は
込
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
こ
の
問
答
に
化
土
往
生
を
誠
め
る
意
味
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
化
の
浄
土
」
と
は
親
鶯
教
学
に
お
け
る
方
便
化
土
す
な
わ
ち
所
謂
報
中
の
化
土
の
こ
と
で
は
な
く
、
三
身
三

土
中
の
化
土
の
こ
と
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
問
答
に
お
い
て
は
懐
感
は
善
導
の
極
楽
唯
報
説
で
は
な
く
、
法
相
唯
識
的
な
通
報
化

説
の
上
に
立
っ
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
僻
慢
界
と
い
う
世
界
は
親
鶯
の

よ
う
に
極
楽
浄
土
に
摂
ま
る
世
界
（
報
中
化
土
）
と
は
捉
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
原
意
ど
お
り
に
極
楽
浄
土
と
は
別

世
界
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
『
釈
浄
土
群
疑
論
』

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

当
面
の
理
解
に
も
と
づ
い
て
【
答
釈
②
】
の
現
代
語
訳
と
そ
の
構
造
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

五



※
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
の
【
答
釈
②
】
現
代
語
訳

艮
土
往
生
〈
少
〉
ｌ
『
菩
薩
処
胎
経
』
（
極
楽
往
生
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
）

極
兼
原
土
往
生
〈
多
〉
ｌ
『
観
無
量
寿
経
」
（
九
品
す
べ
て
が
極
楽
に
往
生
で
き
る
）

僻
慢
界
ｌ
極
楽
と
は
別
世
界
（
極
楽
へ
と
至
る
道
中
に
あ
る
世
界
）

通
報
化
説
の
報
土
往
生
・
化
土
往
生

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

I

「
実
不
二
相
違
一
也
」

一
三
ニ
ー
ハ

実
不
二
相
違
一
也

実
に
は
相
違
せ
ざ
る
な
り

故
経
別
説

故
に
経
に
別
に
説
け
り

報
浄
土
生
者
極
少

報
の
浄
土
に
生
ず
る
者
は
極
め
て
少
な
し

化
浄
土
中
生
者
不
し
少

化
の
浄
土
の
中
に
生
ず
る
者
は
少
な
か
ら
ず

原
文

（
こ
う
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
極
楽
往
生
は
極
め
て
難
し
い
と
説
く
『
菩
薩

処
胎
経
』
の
教
え
は
九
品
す
べ
て
が
往
生
で
き
る
と
説
く
『
観
無
量
寿
経
』
の

教
え
と
）
実
際
に
は
相
違
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
経
典
で
は
（
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
『
菩
薩
処
胎
経
』
で
は
報
士
往
生

に
約
し
て
説
き
、
『
観
無
量
寿
経
』
で
は
化
士
往
生
に
約
し
て
説
く
と
い
う
具

合
に
報
土
往
生
と
化
土
往
生
の
教
え
を
）
別
々
に
説
い
て
い
る
の
だ
。

報
土
に
往
生
す
る
者
は
極
め
て
少
な
い
け
れ
ど
、
化
土
に
往
生
す
る
者
は
少
な

く
な
い
（
つ
ま
り
化
士
へ
の
往
生
は
そ
こ
ま
で
難
し
い
わ
け
で
は
な
い
）
。

現
代
語
訳



以
上
の
よ
う
な
教
理
史
的
背
景
を
踏
ま
え
、
「
化
身
士
文
類
」
要
門
釈
の
『
往
生
要
集
』
引
文
【
答
釈
②
】
に
関
す
る
親
鶯
の
読
み

方
を
検
討
し
よ
う
。
本
節
で
は
、
ま
ず
読
解
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
三
つ
提
示
し
た
い
。

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
目
は
、
こ
の
要
門
釈
『
往
生
要
集
』
引
文
の
大
き
な
特
徴
は
、
親
鶯
が
こ
の
問
答
を
化
土
往
生
を
誠
め
報
士
往
生

を
勧
め
る
も
の
と
し
て
読
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
の
上
で
は
雑
修
や
執
心
不
牢
は
あ
く
ま

で
僻
慢
界
に
と
ど
ま
る
原
因
で
あ
っ
て
化
土
往
生
の
原
因
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
問
答
で
は
、
化
土
往
生
そ
れ
自
体
に
否
定
的

な
意
味
は
込
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
親
鶯
は
【
答
釈
②
】
の
化
土
往
生
の
言
葉
に
慨
慢
界
往
生
は
摂
ま
る
も
の
と

見
て
、
【
問
い
】
や
【
答
釈
①
】
に
示
さ
れ
る
僻
慢
界
の
失
や
そ
こ
に
留
ま
る
原
因
（
執
心
不
牢
）
ま
で
も
、
す
べ
て
化
土
往
生
の
こ

と
を
あ
ら
わ
し
誠
め
る
も
の
と
し
て
読
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
親
鶯
の
読
み
方
か
ら
す
れ
ば
【
答
釈
②
】
の
「
又
報
浄
土
生
者
極
少
。
化
浄
土
中
生
者
不
し
少
」
の
文
に
し
て

も
、
懐
感
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
な
化
土
往
生
の
易
行
性
を
主
張
す
る
意
で
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
。
親
鶯
に
お

い
て
は
「
報
浄
土
生
者
極
少
」
に
は
他
力
信
に
よ
る
報
土
往
生
を
勧
め
る
意
味
が
あ
り
、
逆
に
「
化
浄
土
中
生
者
不
し
少
」
に
は
自
力

信
に
よ
る
化
士
往
生
を
誠
め
る
意
味
が
あ
る
と
読
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
簡
略
に
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
鯵

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

懐
感
の
解
釈
は
、
こ
の
問
答
を
引
用
し
て
い
る
源
信
の
『
往
生
要
集
』
の
上
に
も
基
本
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る

二
、
『
往
生
要
集
』
引
文
の
検
討
（
一
）

七



ポ
イ
ン
ト
の
二
つ
目
は
「
故
経
別
説
、
実
不
相
違
也
」
に
付
さ
れ
た
親
鶯
の
訓
点
で
あ
る
。
じ
っ
は
『
往
生
要
集
』
の
主
な
害
写

本
・
刊
本
に
付
さ
れ
た
訓
点
と
親
鶯
の
『
教
行
信
証
』
に
付
さ
れ
た
訓
点
で
は
、
こ
の
「
故
経
別
説
、
実
不
相
違
也
」
の
訓
み
方
が
変

わ
っ
て
く
る
。

ま
ず
『
往
生
『
往
生

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

※
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
【
答
釈
①
】
【
答
釈
②
】
の
関
係

○
京
都
府
青
蓮
院
蔵
承
安
元
年
書
写
本

ニ
ニ
ニ
ケ
リ
ニ
ハ
ス
セ
（
４
）

故
経
別
説
実
不
二
相
違
一
也
已
上

○
神
奈
川
県
最
明
寺
蔵
平
安
時
代
書
写
本

（
５
）

右
の
青
蓮
院
蔵
本
に
同
じ
。

○
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
建
長
五
年
刊
本

二
ク
ニ
ハ
ス
セ
（
Ｒ
ｕ
）

故
経
別
説
実
不
二
相
違
一
也
已
上

報
土
岸

要
集
』
の
主
な
書
写
本
・
刊
本
の
訓
点
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

〈
化
土
（
僻
慢
界
）
往
生
者
ｌ
不
し
少
〉
Ｉ
（
誠
）
…
…
…
…
雑
修
ｌ
執
心
不
牢
（
自
力
信
）

〈
報
土
性
生
者
ｌ
少
〉 【
答
釈
②
】

（
勧
）
：
…
…
・
専
修
ｌ
執
心
牢
固
（
他
力
信
） 口
【
答
釈
①
】

三

八



親
賛
は
な
ぜ
『
往
生
要
集
』
害
写
本
・
刊
本
の
よ
う
な
「
経
に
別
に
説
け
り
」
「
経
別
に
説
く
」
で
は
な
く
「
経
の
別
説
」
と
い
う

訓
み
方
を
し
た
の
か
。
そ
れ
は
決
し
て
ど
ち
ら
の
訓
み
方
で
も
よ
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
訓
ま
な
け
れ
ば
意
味
が
通
ら
な
い
と

両
者
の
訓
点
を
比
べ
た
場
合
、
注
目
さ
れ
る
の
が
「
経
別
説
」
の
訓
み
方
で
あ
る
。

※
「
経
別
説
」
の
訓
み
方

一
方
、
親
鶯
の
『
教
行
信
証
』
の
訓
点
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

○
真
宗
大
谷
派
蔵
親
鶯
聖
人
真
蹟
本
（
坂
東
本
）

二
ノ

ニ
ル
セ
ト
（
７
）

故
経
別
説
、
実
不
二
相
違
一
也
已
上
略
抄

○
本
派
本
願
寺
蔵
鎌
倉
時
代
害
写
本
（
西
本
願
寺
本
）

（
８
）

右
の
坂
東
本
に
同
じ
。

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

二

九

『
教
行
信
証
』
真
蹟
本
・
害
写
本
の
訓
み
方

’
「
経
の
別
説
」

『
往
生
要
集
』
書
写
本
・
刊
本
の
訓
み
方

’
司

経
に
別
に
説
け
り
」

「
経
別
に
説
く
」



い
う
必
然
性
に
も
と
づ
く
親
鶯
の
意
図
的
な
読
み
替
え
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
前
者
の
「
別
に
説
け
り
」
は
形
容
動
詞
十
動
詞
で
あ

り
、
後
者
の
「
別
説
」
は
熟
語
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

『
往
生
要
集
』
書
写
本
・
刊
本
が
「
経
に
別
に
説
け
り
」
「
経
別
に
説
く
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
や
『
往
生

要
集
』
当
面
の
読
み
方
と
し
て
は
、
形
容
動
詞
十
動
詞
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
す
で
に
現
代
語
訳
を
示
し
た
と
お
り
、
『
釈
浄
土
群
疑

論
』
の
上
で
は
、
報
土
往
生
と
化
土
往
生
の
教
え
を
一
経
典
で
同
時
に
説
い
て
は
混
乱
し
て
し
ま
う
た
め
「
だ
か
ら
経
典
で
は
（
混
乱

を
避
け
る
た
め
に
『
菩
薩
処
胎
経
』
で
は
報
土
往
生
に
約
し
て
説
き
、
『
観
無
量
寿
経
』
で
は
化
土
往
生
に
約
し
て
説
く
と
い
う
具
合

、
、
、
、
、
、
、
、

に
報
士
往
生
と
化
士
往
生
の
教
え
を
）
別
々
に
説
い
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
別
に
説
け
り
（
別
に
説
く
）
」

と
い
う
形
容
動
詞
十
動
詞
の
訓
み
方
で
な
け
れ
ば
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
や
『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
は
意
味
が
通
ら
な
い
。
一
方
、
親

、
、
、
、
、
、
、
、

鶯
の
よ
う
に
熟
語
と
し
て
「
別
説
」
と
訓
む
の
で
あ
れ
ば
「
別
々
に
説
い
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「
別
の
説
」
「
異
な
る

説
」
「
特
別
な
説
」
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ポ
イ
ン
ト
の
三
つ
目
は
、
『
往
生
要
集
』
引
文
の
問
い
と
答
え
と
の
対
応
で
あ
る
。
問
い
を
も
う
一
度
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

問
。
『
菩
薩
処
胎
経
』
第
二
説
、
西
方
去
二
此
閻
浮
提
一
十
二
億
那
由
他
、
有
二
僻
慢
界
毛
乃
至
発
し
意
衆
生
欲
し
生
二
阿
弥
陀
仏
国
一

者
、
皆
深
著
二
惚
慢
国
土
一
不
し
能
三
前
進
生
二
阿
弥
陀
仏
国
壬
億
千
万
衆
、
時
有
二
一
人
《
能
生
二
阿
弥
陀
仏
国
↓
云
云
。
以
二
此

『
経
』
｜
准
難
、
可
し
得
し
生
。
（
聖
典
全
書
二
、
一
八
六
頁
）

つ
ま
り
、
問
い
で
は
「
『
菩
薩
処
胎
経
』
で
は
億
千
万
人
に
一
人
し
か
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
で
き
る
者
は
い
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
経
典
の
教
え
に
も
と
づ
く
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
に
な
る
が
果
し
て
浄
土
往
生
は

可
能
な
の
か
」
と
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
す
れ
ば
、
問
い
に
対
す
る
答
え
の
中
に
は
「
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
決

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

二
四
○



本
節
で
は
、
前
節
で
述
べ
た
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
先
哲
の
主
な
解
釈
を
検
討
し
た
い
。

善
讓
『
顕
浄
土
教
行
証
文
類
敬
信
記
』
巻
一
五
に
は
、

故
経
別
説
等
ト
ハ
・
正
ク
前
ノ
準
難
ヲ
結
答
シ
給
ヘ
ル
ナ
リ
。
処
胎
経
ノ
僻
慢
国
卜
。
阿
弥
陀
仏
国
ト
多
少
別
説
シ
テ
ア
ル
モ
。

（
９
）

善
導
ノ
専
雑
ノ
得
失
卜
相
違
セ
ザ
ル
ナ
リ
。ニ

ノ

ニ
ル
セ
ト

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
【
答
釈
②
】
の
後
半
「
故
経
別
説
、
実
不
二
相
違
一
也
」
に
関
し
て
「
経
別
説
」
と
は
『
菩
薩
処
胎
経
』
が
解
慢
界

（
皿
）

と
極
楽
を
別
々
に
説
き
分
け
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
「
実
不
二
相
違
一
也
」
と
は
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
教
え
が
善
導
の
專

雑
の
得
失
の
教
え
と
相
違
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
善
讓
説
に
よ
っ
て
訳
せ
ば
「
『
菩
薩
処
胎
経
』
は
僻
慢
界
と
極

楽
を
別
々
に
説
き
分
け
て
い
る
け
れ
ど
、
善
導
の
専
雑
の
得
失
の
教
え
と
同
じ
意
で
あ
る
」
と
な
る
。

し
か
し
こ
の
善
讓
の
解
釈
で
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
目
と
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
ま
ず
二
つ
目
の
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
「
経
の
別
説
」
と
い
う
親
鶯
の
訓
み
方
と
合
致
し
な
い
。
善
讓
説
の
よ
う
な
意
味
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
「
経
に
別
に
説

け
ど
も
」
な
ど
と
訓
む
く
き
で
あ
ろ
う
。
親
鶯
が
わ
ざ
わ
ざ
「
別
説
」
と
熟
語
に
し
て
訓
ん
だ
意
味
が
説
明
で
き
な
い
。

し
て
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
問
い
と
答
え
の
内
容
が
対
応
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
の
【
答
釈
②
】
で
は
「
報
土
に
往
生
す
る
者
は
極
め
て
少
な
い
け
れ
ど
、
化
土
に
往
生
す
る
者

は
少
な
く
な
い
（
つ
ま
り
化
土
へ
の
往
生
は
そ
こ
ま
で
難
し
い
わ
け
で
は
な
い
）
」
と
会
通
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
親
鶯
に
お
い
て
は

こ
の
よ
う
な
会
通
と
同
じ
理
解
が
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
わ
け
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
問
い
も
含
め
て
親
鶯
自
身
が
引
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
親
鶯
の
理
解
に
お
い
て
も
や
は
り
問
い
と
答
え
の
内
容
は
対
応
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
。

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

三
、
『
往
生
要
集
』
引
文
の
検
討
（
三

二

四
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次
に
義
山
『
教
行
信
証
摘
解
』
第
七
で
は
、
右
に
掲
げ
た
善
讓
説
に
対
す
る
批
判
に
続
け
て
、

（
皿
）

今
云
く
、
別
説
と
は
、
『
処
胎
』
の
説
と
『
観
経
』
と
は
異
な
る
が
故
に
、
不
相
違
と
は
、
二
経
の
不
相
違
な
り

と
述
べ
て
い
る
。
「
経
別
説
」
と
は
『
菩
薩
処
胎
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
の
説
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
「
実
不
二
相
違
一
也
」
と
は

（
過
）

こ
の
二
経
の
説
が
相
違
し
な
い
こ
と
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
説
は
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
『
本
典
研
讃
集
記
』
や
本
願
寺
出
版
社

の
現
代
語
訳
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
義
山
説
は
、
二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
「
経
の
別
説
」
と
い
う
親
賛
の
訓
み
方
に
は
順
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
別
説
」
を
熟
語
と
認

識
し
て
「
異
な
る
説
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
問
い
と
答
え
の
対
応
に
関

ま
た
三
つ
の
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
問
い
と
答
え
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
に
取
り
上
げ
る
義
山
（
『
教
行
信
証
摘
解
』

第
七
）
が
す
で
に
次
の
よ
う
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。

経
別
説
と
は
、
讓
云
く
、
慨
慢
は
阿
弥
陀
仏
国
の
別
説
に
し
て
、
終
南
の
專
雑
得
失
と
相
違
せ
ざ
る
な
り
と
、
私
に
云
く
、
此
文

は
前
問
を
結
答
す
、
而
し
て
其
所
問
終
南
と
『
処
胎
』
と
の
異
に
非
ざ
れ
ば
（
終
南
の
文
は
、
感
師
問
に
答
ふ
る
の
中
に
出
す
所

（
ｕ
）

な
る
が
故
に
）
、
此
結
は
問
に
応
ぜ
ず

つ
ま
り
、
こ
の
問
答
に
お
い
て
善
導
の
専
雑
の
得
失
の
教
え
は
【
問
い
】
に
は
出
て
こ
な
い
。
問
者
が
善
導
の
教
え
と
の
異
同
を
尋

ね
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
答
者
が
【
答
釈
①
】
で
み
ず
か
ら
出
し
て
き
た
善
導
の
專
雑
の
得
失
の
教
え
を
再
び
持
ち
出
し
て

「
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
教
え
は
善
導
の
教
え
と
同
じ
な
の
だ
」
と
述
べ
て
も
、
そ
れ
で
は
問
い
に
対
す
る
答
え
と
な
っ
て
い
な
い
と
い

う
批
判
で
あ
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
直
前
の
「
又
報
浄
土
生
者
極
少
。
化
浄
土
中
生
者
不
し
少
」
か
ら
の
意
味
的

な
脈
略
も
う
ま
く
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

四
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し
て
も
問
題
が
な
い
。
こ
の
説
で
い
け
ば
「
浄
土
往
生
は
難
し
い
の
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
「
『
菩
薩
処
胎
経
』
は
報

土
往
生
に
約
し
た
教
説
で
あ
る
か
ら
往
生
は
難
し
い
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
『
観
無
量
寿
経
』
の
よ
う
に
化
士
往
生
に
約
し
て

言
え
ば
往
生
は
決
し
て
難
し
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
答
え
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
解
釈
で
は
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
（
化
土
往
生
を
誠
め
報
土
往
生
を
勧
め
る
問
答
と
し
て
一
貫
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
）
に
関
し
て
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
義
山
の
説
は
基
本
的
に
懐
感
や
源
信
に
お
け
る
意
味
と
同
じ
理
解
で
あ

り
、
そ
の
た
め
問
答
そ
れ
自
体
の
通
り
は
よ
い
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
化
土
往
生
の
易
し
さ
を
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
自
力
信
に
よ
る

化
土
往
生
を
誠
め
る
要
門
釈
の
文
脈
に
お
い
て
は
相
応
し
く
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

だ
と
し
て
い
る
。

と
、
「
経
別
説
」
は
報
土
往
生
に
対
す
る
僻
慢
界
の
往
生
の
こ
と
で
、
「
実
不
一
一
相
違
一
也
」
と
は
懐
感
と
同
時
代
の
人
々
が
み
な
雑
修
的

信
仰
に
あ
る
こ
と
が
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
説
（
ほ
と
ん
ど
の
人
が
執
心
不
牢
で
慨
慢
界
に
と
ど
ま
る
）
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う
意
味

最
後
に
大
谷
派
の
深
励
『
教
行
信
証
講
義
』
で
は
、

経
別
説
と
は
報
土
の
往
生
に
対
し
て
僻
慢
界
の
往
生
を
云
ふ
な
り
。
実
不
相
違
と
は
当
時
の
機
類
経
説
に
能
く
合
す
る
と
云
ふ
こ

と
な
り
。
懐
感
同
代
の
浄
土
を
願
生
す
る
人
人
。
獺
惰
僻
怠
な
る
者
多
く
し
て
浄
土
の
業
を
専
修
す
る
者
少
し
。
実
に
経
の
所
説

と
相
違
せ
ず
。
経
と
能
く
合
し
た
と
云
ふ
こ
と
な
り
。
礼
讃
に
雑
修
十
三
の
失
を
挙
げ
終
り
て
云
く
「
余
自
見
二
間
諸
方
道
俗
↓

乃
至
如
二
前
已
弁
こ
と
。
こ
れ
亦
善
導
同
代
の
者
の
諸
行
を
雑
修
す
る
者
を
云
ふ
な
り
。
此
に
準
ず
る
に
今
の
文
も
同
代
の
者

乃
至
如
二
前
已
弁
一
」
、

こ
の
深
励
説
に
も
と
づ
い
て
読
む
な
ら
「
実
不
二
相
違
一
也
」
は
化
土
往
生
を
誠
め
る
意
味
に
な
る
か
ら
、
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
に
関

（
Ｍ
）

を
取
る
と
見
ゑ
た
り
。

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

四



以
上
、
先
哲
の
主
な
解
釈
を
見
て
き
た
が
、
ど
の
解
釈
に
も
何
ら
か
の
問
題
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
筆
者
が
さ

き
に
提
示
し
た
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
目
と
三
つ
目
は
そ
も
そ
も
相
互
に
矛
盾
し
て
い
る
。
つ
ま
り
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

「
化
士
往
生
を
誠
め
報
士
往
生
を
勧
め
る
問
答
と
し
て
一
貫
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
と
、
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
「
答
え
に
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
決
し
て
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
通
常
は
両
立
不
可
能
な
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
の
当
面
に
お
い
て
は
「
浄
土
往
生
は
困
難

な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
「
報
土
性
生
者
は
多
い
が
化
土
往
生
者
は
少
な
く
な
い
」
と
示
す
こ
と
で
そ
の
問
い
に
反
論

し
て
い
る
の
が
こ
の
【
答
釈
②
】
で
あ
っ
た
。
そ
の
反
論
の
根
拠
で
あ
っ
た
は
ず
の
化
土
往
生
を
否
定
す
る
読
み
方
を
す
る
な
ら
ば
、

一
体
ど
こ
に
往
生
の
易
行
性
の
主
張
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
問
い
と
整
合
性
が
つ
か
な
く
な
る
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
。

先
哲
の
解
釈
が
ど
れ
も
す
っ
き
り
し
な
い
の
は
、
こ
の
矛
盾
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

で
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
鍵
と
な
る
文
が
「
信
文
類
」
横
超
断
四
流
釈
に
引
か

し
て
は
問
題
が
な
い
。
し
か
も
、
現
実
の
社
会
を
問
題
に
し
て
い
る
点
で
、
こ
の
後
に
続
く
親
鶯
の
私
釈
の
結
び
Ⅱ
「
濁
世
道
俗
、
善

自
思
二
量
己
能
一
也
、
応
し
知
」
（
聖
典
全
書
二
、
一
八
七
頁
）
と
も
意
味
的
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
の
も
興
味
深
い
点
だ
。
ま
た
、
二

つ
目
の
「
経
の
別
説
」
の
訓
み
と
の
整
合
性
も
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
問
い
と
答
え
の
対

応
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
「
（
『
菩
薩
処
胎
経
』
に
は
往
生
は
極
め
て
困
難
と
説
か
れ
て
い
る

が
）
果
し
て
往
生
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
「
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
教
え
ど
お
り
、
現
実
に
真
実
報
土
へ
の
往

生
を
遂
げ
る
者
は
誰
も
い
な
い
」
と
い
う
の
で
は
、
問
い
に
答
え
た
（
反
論
し
た
）
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

四
、
『
往
生
要
集
』
引
文
の
検
討
（
三
）
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『
大
阿
弥
陀
経
』
友
謙
言
、
「
可
し
得
二
超
絶
去
↓
往
二
生
阿
弥
陀
仏
国
《
横
裁
二
於
五
悪
道
一
自
然
閉
塞
。
昇
レ
道
之
無
し
極
。
易
し
性

無
し
有
し
人
。
其
国
士
不
二
逆
違
《
自
然
之
随
レ
牽
。
」
已
上

（
聖
典
全
書
二
、
九
七
頁
）

こ
こ
に
は
「
易
し
往
而
無
し
人
（
易
し
性
無
し
有
し
人
）
」
と
い
う
一
文
の
中
に
「
往
生
は
易
し
い
」
と
い
う
こ
と
と
「
往
生
す
る
人
が
い

な
い
」
と
い
う
一
見
矛
盾
す
る
内
容
が
同
時
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
こ
ろ
は
「
（
阿
弥
陀
仏
の
国
は
本
来
）
往
生
し
や
す
い
に
も

拘
わ
ら
ず
（
他
力
信
心
の
人
は
滅
多
に
い
な
い
た
め
に
）
往
生
す
る
人
が
ま
れ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
「
往
生
は
易
し

い
」
と
い
う
こ
と
と
「
往
生
す
る
人
が
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
問
題
は
受
け
取
る
側
が
自
力
の
執
心

に
よ
っ
て
易
行
の
教
え
を
み
ず
か
ら
生
ま
れ
難
い
道
に
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
だ
か
ら
「
往
生
す
る
人
が
い
な
い
」
と
説
か
れ
て
い
て

も
、
そ
の
こ
こ
ろ
は
「
だ
か
ら
こ
そ
自
力
を
捨
て
て
他
力
に
ま
か
せ
よ
（
勧
信
誠
疑
）
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
往
生
そ
の

も
の
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
親
鶯
は
こ
う
し
た
『
無
量
寿
経
』
の
「
易
し
往
而
無
し
人
」
の
経
説
と
同
じ
こ
こ
ろ
を
『
往
生
要
集
』
の
「
又
報
浄
土
生
者

極
少
」
と
い
う
一
文
の
上
に
も
見
出
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
「
往
生
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
問
い
に
「
（
真
実
報
士
に
）
往
生
す
る
人
が
ま
れ
で
あ
る
の
は
、
自
力
の
執
心
に
よ
っ
て
易
行
の
教
え
を
み
ず
か
ら
生
ま

れ
難
い
道
に
し
て
化
土
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
形
で
応
答
（
反
論
）
し
た
釈
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
読
め
ば
、
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
報
土
往
生
（
他
力
信
）
を
勧
め
化
土
往
生
（
自
力
信
）
を
誠
め
る
意
味

も
明
確
で
あ
り
、
ま
た
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
の
問
い
と
答
え
の
対
応
に
も
問
題
が
な
い
こ
と
と
な
る
。

れ
て
い
る
『
無
量
寿
経
』

又
言
、
「
必
得
二
超
絶

自
然
之
所
牽
。
」
已
上

『
無
量
寿
経
』

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

と
そ
の
異
訳
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
文
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
必
得
二
超
絶
去
壬
性
二
生
安
養
国
《
横
裁
二
五
悪
趣
一
悪
趣
自
然
閉
。
昇
レ
道
無
二
窮
極
圭

口
易
し
往
而
無
し
人
。
其
国
不
逆
違
、

二
四
五



以
上
、
ま
ず
特
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
点
に
し
ぼ
っ
て
私
見
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
検
討
を
続
け
よ
う
。
【
答
釈
②
】
と

『
無
量
寿
経
』
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
て
み
る
と
、
【
答
釈
②
】
の
「
又
報
浄
土
生
者
極
少
。
化
浄
土
中
生
者
不
し
少
」
の
文
は
、
「
信

文
類
」
所
引
の
「
易
し
往
而
無
し
人
」
の
文
だ
け
で
な
く
「
化
身
士
文
類
」
要
門
釈
の
『
無
量
寿
経
』
引
文
と
も
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。

『
往
生
要
集
』
引
文
の
「
報
浄
土
」
「
化
浄
土
」
に
あ
た
る
も
の
は
、
同
じ
要
門
釈
の
『
無
量
寿
経
』
胎
化
段
と
そ
れ
に
続
く
『
如

来
会
』
胎
化
段
の
引
文
に
「
胎
生
」
「
化
生
」
等
の
言
葉
で
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
（
聖
典
全
書
二
、
一
八
五
亘
。

ま
た
、
こ
れ
ら
『
無
量
寿
経
』
胎
化
段
・
『
如
来
会
』
胎
化
段
の
引
文
の
後
、
要
門
釈
で
は
以
下
の
四
引
文
が
続
く
（
そ
の
後
に
本

稿
で
検
討
し
て
い
る
『
往
生
要
集
』
の
引
文
と
な
る
）
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
右
の
私
見
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
解
釈
し
た
後
に
、

し
か
れ
ば
、
崔、
源

な
お
こ
の
こ
と
に
関
し
て
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
、
『
無
量
寿
経
』
の
「
易
し
往
而
無
し
人
」
の
語
に
つ
い
て
、

「
易
往
而
無
人
」
と
い
ふ
は
、
「
易
往
」
は
ゆ
き
や
す
し
と
也
、
本
願
力
に
乗
ず
れ
ば
本
願
の
実
報
土
に
む
ま
る
蚤
こ
と
う
た
が

ひ
な
け
れ
ば
、
ゆ
き
や
す
し
と
也
。
「
無
人
」
と
い
ふ
は
ひ
と
な
し
と
い
ふ
、
人
な
し
と
い
ふ
は
真
実
信
心
の
人
は
あ
り
が
た
き

ゆ
へ
に
実
報
士
に
む
ま
る
塾
人
ま
れ
な
り
と
な
り
。

（
引
用
は
「
広
本
」
よ
り
、
聖
典
全
書
二
、
六
一
○
頁
）

又
言
、
「
況
余
菩
薩
、
由
二
少
善
根
一
生
二
彼
国
一
者
、
不
し
可
二
称
計
ご
已
上

『
大
経
』
言
、
「
諸
少
行
菩
薩
、
及
修
二
習
少
功
徳
一
者
、
不
し
可
二
称
計
↓
皆
当
二
往
生
ざ

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

信
和
尚
は
、
「
報
土
に
む
ま
る
蚤
人
は
お
ほ
か
ら
ず
、
化
土
に
む
ま
る
シ
人
は
す
ぐ
な
か
ら
ず
」
と
の
た
ま
へ
り
。

二
四
六

（
同
右
）



光
明
寺
釈
云
、
「
含
し
華
未
レ
出
。
或
生
二
辺
界
一
或
堕
二
宮
胎
智
已
上

慢
興
師
云
、
「
由
し
疑
二
仏
智
《
雌
下
生
二
彼
国
聿
而
在
中
辺
地
』
不
し
被
二
聖
化
事
↓
若
胎
生
、
宜
二
之
重
捨
一
」
已
上

（
傍
線
は
筆
者
、
聖
典
全
書
二
、
一
八
六
頁
）

こ
の
四
引
文
の
う
ち
、
傍
線
を
付
し
た
『
無
量
寿
経
』
の
二
引
文
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
に
や
は
り
往
生
者
の
数
の
問
題
が
出
さ
れ

て
お
り
、
す
で
に
『
往
生
要
集
』
引
文
の
「
化
浄
土
中
生
者
不
し
少
」
を
待
た
ず
し
て
、
自
力
の
行
者
（
諸
少
行
菩
薩
）
は
数
が
多
い

（
不
し
可
二
称
計
一
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
「
少
行
」
「
少
善
根
」
等
と
あ
っ
て
、
誠
め
の
意
味
も
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
こ
の

『
無
量
寿
経
』
引
文
と
重
ね
て
読
め
ば
「
化
浄
土
中
生
者
不
し
少
」
に
も
誠
め
の
意
味
の
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
【
答
釈
②
】
「
又
報
浄
土
生
者
極
少
。
化
浄
土
中
生
者
不
し
少
」
の
文
は
、
先
行
す
る
『
無
量
寿
経
』
引
文
と
左
記
の
よ

う
な
対
応
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
両
者
の
対
応
か
ら
す
る
に
、
親
鶯
は
こ
の
『
往
生
要
集
』
の
文
を
〃
源
信
和
尚
が
『
無

量
寿
経
』
の
教
え
に
も
と
づ
い
て
示
さ
れ
た
釈
文
″
と
捉
え
て
引
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
無
量
寿
経
』
｜
化
牛

「
無
量
寿
経
』
「
易
鬼

↓
『
往
生
要
集
』

『
無
量
寿
経
』
「
胎
牛

『
無
量
寿
経
』
「
諸
少

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

合
釈
②合

釈
②

二
四
七



そ
れ
で
は
続
く
「
故
経
別
説
、
実
不
二
相
違
一
也
」
の
意
味
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
直
前
の
「
報
浄
土
生
者
極
少
。
化
浄
土
中
生
者

不
し
少
」
を
『
無
量
寿
経
』
の
教
え
に
も
と
づ
く
釈
文
と
読
む
な
ら
ば
、
「
実
不
二
相
違
一
也
」
は
今
問
題
と
さ
れ
て
い
る
『
菩
薩
処
胎

経
』
の
経
説
が
そ
う
し
た
『
無
量
寿
経
』
の
教
え
と
何
も
相
違
し
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
た
文
と
な
り
き
れ
い
に
文
脈
が
通
る
こ
と
に

な
る
（
な
お
さ
ら
に
言
え
ば
「
実
に
相
違
せ
ざ
る
な
り
」
の
「
実
に
」
に
つ
い
て
。
普
通
に
理
解
す
れ
ば
強
調
の
副
詞
で
あ
る
が
、
親

鶯
は
こ
れ
を
「
真
実
（
『
無
量
寿
経
』
の
教
え
）
に
相
違
し
て
い
な
い
」
と
い
う
名
詞
十
助
詞
の
意
味
で
読
ん
で
い
る
と
見
る
こ
と
も

で
き
る
。
し
か
し
敢
え
て
そ
う
読
ま
な
く
て
も
意
味
は
通
る
か
ら
今
は
こ
の
見
方
は
と
ら
な
い
こ
と
に
す
る
）
・

そ
し
て
「
故
経
別
説
」
は
「
（
『
無
量
寿
経
』
と
は
）
別
の
経
説
で
あ
る
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
説
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ

が
、
こ
の
理
解
は
二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
親
鶯
の
「
経
の
別
説
」
と
い
う
訓
み
方
か
ら
し
て
も
問
題
が
な
い
（
さ
ら
に
言
え
ば
こ

の
「
別
説
」
の
語
に
は
、
単
に
「
他
の
」
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
別
館
」
や
「
別
荘
」
な
ど
の
場
合
に
同
じ
く
、
根
本
に
対

す
る
枝
末
の
意
味
で
、
根
本
経
典
た
る
『
無
量
寿
経
』
の
説
に
対
す
る
枝
末
経
典
た
る
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
説
と
い
う
意
味
が
あ
る
と

読
む
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
も
ま
た
い
ず
れ
と
も
判
断
し
難
く
、
今
は
こ
の
見
方
を
と
ら
な
い
で
お
く
）
。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
【
答
釈
②
】
の
現
代
語
訳
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

※
『
教
行
信
証
』
の
【
答
釈
②
】
現
代
語
訳

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

二
四
八

又
報
浄
土
生
者
極
少

又
報
の
浄
土
に
生
ず
る
者
は
極
め
て
少
な
し

化
浄
土
中
生
者
不
し
少

化
の
浄
土
の
中
に
生
ず
る
者
は
少
な
か
ら
ず

原
文

ま
た
（
『
無
量
寿
経
』
に
は
）
報
土
に
生
ず
る
者
は
極
め
て
少
な
く
、

生
ず
る
者
は
少
な
く
な
い
（
と
示
さ
れ
て
い
る
）
。

化
土
に

現
代
語
訳



以
上
、
要
門
釈
の
『
往
生
要
集
』
引
文
【
答
釈
②
】
の
読
み
方
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。
も
し
親
鶯
の
読
み
方
が
こ
の
よ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
真
宗
学
に
お
け
る
源
信
の
報
化
二
土
の
釈
功
と
は
、
源
信
の
『
菩
薩
処
胎
経
』
に
対
す
る
優
れ
た
解
釈
と
い
う
説
明
だ

け
で
は
十
分
と
は
言
い
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
「
源
信
和
尚
は
『
菩
薩
処
胎
経
』
を
解
釈
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
『
無
量
寿
経
』
に
説

か
れ
る
胎
生
・
化
生
の
得
失
・
勧
誠
の
経
意
を
簡
潔
な
一
文
に
よ
っ
て
的
確
に
示
さ
れ
た
（
「
報
浄
土
生
者
極
少
。
化
浄
土
中
生
者
不
し

少
」
）
。
そ
し
て
そ
の
的
確
に
捉
え
ら
れ
た
『
無
量
寿
経
』
の
経
意
を
も
と
に
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
異
説
を
捌
き
、
両
経
の
教
え
の
こ
こ

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

小
結

二
四
九

実
不

目
二
才

違
一
也

実
に
相
違
せ
ざ
る
な
り

故
経
別
説

故
に
経
の
別
説

（
『
無
量
寿
経
』
の
教
え
と
）
ま
っ
た
く
相
違
し
て
い
な
い
。
（
つ
ま
り
『
菩
薩

処
胎
経
』
に
億
千
万
に
一
人
し
か
阿
弥
陀
仏
の
国
に
往
生
で
き
な
い
と
説
か
れ

て
い
る
こ
と
は
「
〈
阿
弥
陀
仏
の
国
は
本
来
〉
往
生
し
や
す
い
に
も
拘
わ
ら
ず

〈
他
力
信
心
の
人
は
滅
多
に
い
な
い
た
め
に
〉
往
生
す
る
人
が
ま
れ
で
あ
る

と
い
う
『
無
量
寿
経
』

多
く
の
人
が
僻
慢
界
〈

司

の
教
え
ど
お
り
で
あ
る
し
、
ま
た
『
菩
薩
処
胎
経

化

L＝

L

に

土
〉
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
も

少
功
徳
〈
自
力
の
善
根
〉
に
よ
っ
て
往
生
す
る
者
〈
胎
生
往
生
者
〉
は
数
え

切
れ
な
い
」
と
い
う
『
無
量
寿
経
』
の
教
え
と
何
も
相
違
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
）

だ
か
ら
（
『
無
量
寿
経
』
と
は
）
別
の
経
説
で
あ
る
『
菩
薩
処
胎
経
L．

の
説
も
、



ろ
が
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
こ
と
を
結
釈
さ
れ
た
（
「
故
経
別
説
、
実
不
二
相
違
一
也
」
）
」
。
親
鶯
は
源
信
の
釈
功
を
こ
の
よ
う
に
受
け
と

め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
考
察
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
経
典
解
釈
の
歴
史
的
展
開
の
不
思
議
さ
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
だ
。

本
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
僻
慢
界
に
関
す
る
経
説
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
も
し
く
は
『
平
等
覚
経
』
と

い
う
初
期
無
量
寿
経
の
辺
地
説
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
僻
慢
界
の
説
は
初
期
無
量
寿
経
は
も
ち

ろ
ん
、
後
期
無
量
寿
経
の
辺
地
・
胎
生
の
説
と
も
本
来
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
わ
け
だ
が
、
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
製
作
者
は
初

期
無
量
寿
経
の
辺
地
説
に
様
々
な
改
変
を
加
え
、
僻
慢
界
を
極
楽
と
は
別
世
界
と
し
て
描
き
、
そ
し
て
極
楽
へ
の
往
生
は
極
め
て
困
難

で
あ
る
と
強
調
す
る
こ
と
で
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
仰
を
艇
め
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
懐
感
や
源
信
は
、
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
執
心
の
牢
固
・
不
牢
固
と
善
導
の
専
修
・
雑
修
の
教
え
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り

浄
土
往
生
が
易
行
の
道
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
通
報
化
説
に
も
と
づ
く
報
土
往
生
と
化
土
往
生
の
区
別
を
持
ち
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
も
浄
土
往
生
が
困
難
な
道
で
は
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
僻
慢
界
の
捉
え
方
に
つ
い
て
言

え
ば
、
あ
く
ま
で
も
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
製
作
者
の
改
変
意
図
ど
お
り
に
悌
慢
界
を
極
楽
と
は
別
世
界
と
す
る
理
解
に
立
っ
た
上
で
の

会
通
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
親
鶯
に
至
る
と
、
こ
う
し
た
懐
感
や
源
信
の
解
釈
を
介
す
る
こ
と
で
と
言
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は
介
す
る
に

も
拘
わ
ら
ず
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
僻
慢
界
の
説
は
『
菩
薩
処
胎
経
』
製
作
者
の
意
図
を
さ
ら
に
完
全
に
超
え
て
、
そ
の
経
説
の

大
本
で
あ
っ
た
『
無
量
寿
経
』
の
辺
地
・
胎
生
の
説
（
胎
化
の
得
失
・
勧
誠
の
教
え
）
と
全
く
一
致
す
る
教
え
と
し
て
、
言
わ
ば
元
の

鞘
に
収
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

二
五
○



註（
１
）
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
現
代
語
版
）
』
（
本
願
寺
出
版
社
、
二
○
○
○
年
）
四
六
三
頁
。

（
２
）
拙
稿
「
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
慨
慢
界
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
二
八
、
二
○
二
年
）
な
ら
び
に
「
解
慢
界
の
解
釈
ｌ
『
群
疑
論
』

と
そ
の
後
の
展
開
ｌ
」
（
『
真
宗
学
』
一
二
三
・
一
二
四
、
二
○
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
こ
う
し
た
性
格
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
の
四
門
．
房
哩
珪
日
○
℃
《
《
シ
８
目
冨
局
呈
ぐ
の

の
言
号
冨
言
①
ｇ
言
①
雪
。
日
ウ
画
呂
言
の
Ｆ
ｏ
ｇ
の
呂
耳
関
宮
胃
胃
昌
○
易
の
言
冨
呂
冨
三
ご
易
高
言
ｏ
凰
昌
巳
冨
扁
○
吊
団
三
島
開
国
邑

吊
巨
巴
の
営
国
日
日
目
ご
邑
閏
国
威
○
房
ご
ゞ
苦
謹
ミ
ミ
ミ
ミ
亀
ミ
ミ
ロ
葛
包
切
ミ
ミ
ミ
忽
曼
蛋
詔
（
巴
琶
二
》
弓
．
匡
匡
‐
巨
二

（
４
）
『
浄
土
真
宗
聖
典
（
七
祖
篇
原
典
版
）
』
一
二
五
二
頁
。

（
５
）
『
最
明
寺
本
往
生
要
集
影
印
篇
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）
五
四
五
頁
。

（
６
）
淺
田
正
博
『
往
生
要
集
講
述
』
（
永
田
文
昌
堂
、
二
○
○
八
年
）
六
二
八
頁
の
影
印
。

（
７
）
『
宗
祖
親
鶯
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
記
念
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
坂
東
本
）
影
印
本
』
（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
、
二
○
○
五
年
）

／
聖
典
全
書
二
、
一
八
七
頁
。

（
８
）
『
宗
祖
親
鶯
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
復
刻
』
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
、
二
○
一
二
年
）
。

（
９
）
善
讓
『
顕
浄
土
教
行
証
文
類
敬
信
記
』
巻
一
五
（
『
真
宗
全
書
』
三
一
、
四
四
五
頁
）
。

（
皿
）
「
経
別
説
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
善
讓
に
先
行
す
る
僧
熔
『
本
典
一
滞
録
』
で
も
「
経
別
説
等
と
は
『
処
胎
経
』
に
僻
慢
国
土
と
阿

弥
陀
仏
国
を
別
ち
て
説
き
給
ふ
と
見
れ
ば
相
違
な
し
と
の
給
ふ
也
」
（
『
真
宗
叢
書
』
八
、
二
九
八
頁
）
と
あ
り
善
讓
と
同
じ
解
釈
で
あ
る
。

ま
た
、
柔
遠
『
顕
化
身
土
文
類
本
朏
補
聰
記
』
巻
上
（
『
真
宗
叢
書
』
七
、
二
○
頁
）
も
同
様
。
た
だ
し
僧
錯
・
柔
遠
両
師
と
も
「
実

不
二
相
違
一
也
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
具
体
的
言
及
が
確
認
で
き
な
い
。

（
Ⅱ
）
義
山
『
教
行
信
証
摘
解
』
第
七
（
『
真
宗
叢
書
』
九
、
一
○
一
頁
）
・

（
皿
）
義
山
『
教
行
信
証
摘
解
』
第
七
（
『
真
宗
叢
書
』
九
、
一
○
一
頁
）
。

（
過
）
「
経
別
説
と
は
『
胎
経
』
の
説
と
『
観
経
』
と
異
な
る
を
謂
ふ
。
不
相
違
と
は
、
二
経
其
意
、
実
は
相
違
せ
ざ
る
を
云
ふ
な
り
。
」
（
『
本

典
研
鎖
集
記
』
巻
下
〈
復
刻
版
〉
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
九
年
、
三
一
八
頁
）
・

（
Ｍ
）
深
励
『
教
行
信
証
講
義
』
（
『
仏
教
大
系
教
行
信
証
』
第
八
巻
、
五
一
二
頁
）
。

『
教
行
信
証
』
報
化
二
土
の
引
文
を
読
み
解
く

五




